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天に祈っていたのですが、当

日は時折激しい雨が降る悪

天候の中になってしまった

全日本リレー大会。やっぱり

運営は大変です。 

 

滋賀県での開催 

本来なら国体の開かれる和歌山県で

開催する全日本リレー。ですが、これ

だけ大きい大会を単独でするのは近畿

の府県でも厳しいものがあり、今回和

歌山からはブロックでの開催要請があ

り、近畿ブロックで実行委員会を結成

して、テレインを栗東のこんぜの里で

実施することにしました。 

 

森林組合の協力 
やはり山を使うオリエンテーリング

となると、大変なのが地主との交渉。

パークＯとは違い地権者が複雑に入り

組んでいて、個別の交渉はほぼ不可能。

今回はあるオリエンティアが金勝(こ

んぜ)森林組合とパイプがあったため

なんとかテレインを確保することがで

き非常に感謝しています。今後も、有

料でのテレイン使用について交渉して

いるところです。 

 

 
森の未来館にあったテレインの模型 

 

 

いろいろな準備作業 
大規模な大会になると、その準備のた

めにおおくの労力が必要になります。 

その一つはなんといっても地図作成

ですが、現在では西村氏がプロとして

活躍してくれているので今回もフルに

活躍してくれました。 

しかし他の準備に関しては、スタッフ

として僕自身も入っていましたが、一

部の人の比重が大きかったように感じ

申し訳なく感じます。運営に関わった

皆さんに、本当に感謝いたします。 

ただし、参加者として見たときには、

いたらないところも見えてくると思い

ますので、是非今後に生かすためにも、

色々なご意見をＪＯＡに対して出して

いただければと思います。 

 

トレコースにて 
今回は、トレーニングコースとしてテ

レイン近くの雨山で実施。 

僕も受付として手伝いをしましたが、

現地に入ると、本番のテレインと同じ

ような微地形で、ルートを選ぶのに、

すっとは行かなかったのではないでし

ょうか。 

参加した人は楽しんでくれましたか。 

 
 

大会当日は雨(-_-;) 
 一番気になったのが大会当日の天気。

「晴れなのが一番の成功」と思ってい

たのですが、残念ながら１日中雨が降

りしきる天気となってしまいました。

幸いなことに、会場となった芝生広場

があまりどろんこ状態にならずにすみ

ましたが、それでも冷たい雨の中で１

日過ごすことになってしまいました。 

 しかし、レース展開は上位が入れ替

わるスリリングな展開で、会場も盛り

上がり、楽しい１日を過ごしてくれた

のではないでしょうか。 

 

 

総合優勝 愛知県 

第２位  東京都 

第３位  埼玉県 
 

ＳＩの反応が… 
今回、レース後スタッフの間で話題に

なったのが、ＭＪなどの DISQ の多さ。

これは「不通過」ではなく「記録不備」

による場合が多くあったとのこと。お

そらく、タイプ 5の SIを使用していた

クラスに多いことから、ランプや音の

反応確認をせず通過したことで発生し

たようです。いわゆる反応時間は SIカ

ード５では 0.33 秒、カード 8以上では

0.115 秒とされています。カードに記録

されていない以上、失格になるのが今

の規則ですので、選手の皆さんは、今

後のレースではくれぐれもご注意くだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 雨の中の全日本リレー大会 
報告 

横田実 

平成 27 年 11 月 8 日 滋賀県 栗東市 こんぜの里 
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